
 

会 議 録 

作成日 和 年 月 日 

日 時 
和 年 月 日 水  

 ～  
場 所 

特別養護老人ホ す や 苑 

F 相談室 

会議  和 年度 第 回 運営推 会議 

出席者 

家族 表 地域 民 表 民生委員 地域包括支援 ンタ 職員 

施設長 生活支援課長 生活相談員 副主任支援員 護支援専門員  

※入居者 表 苑内 コ 感 者 あ 急遽参加 見合わせ  

 

 開 会 

※ 簡易 自己紹 実施 

地域包括支援 ンタ 職員⇒地域 民 表⇒家族 表⇒ 護支援専門員⇒生活相談員 順

自己紹 行  

 

 挨 拶  施設長 

    日 忙 い中 第 3回運営推 会議 集 い 誠 あ う い す  

    私 コ 感 5日間 療養期間 経 高齢者等 イ 方々 接触す

10日間 必要 いう 日 施設長室 参加 せ す 了承 い  

    全国的 コ 陽性者 増え い す 当苑 入居者 2 職員 私 含 2 罹患

入居者 方々 症状 落 着い 新 罹患者 増え 9月 18日

解除 予定 す 初 コ 感 非常 苦 い思い 経験 時 不在中

施設 く 職員 感謝 す  

    面会 関 コ 感 者 出 いう 居室面会 一時中 ト面会

家族 皆様 不便 い あ す コ 収束状況

見え せ 後 手 付 合 い い 思 す

恐 く い知識 持 対応 い い 思 す  

    昨 ウ イ 情勢 エ 高騰 様々 物価 昇 施

設 企業努力 難 い面 出 事実 あ す 後 色々 面 値

続い い 中 心苦 い あ す 入居者様 負担 い く 出 く

状況 伝え い 思 い す  

    日 集 皆様 立場 施設運営 い 意見 戴

開 施設運営 繋 参 い 思い す く 願い す  

 

 議 事 

 す や 苑 運営状況 い  

※別添 和 5年 第 3回 特別養護老人ホ す や 苑 運営推 会議資料 基 生活

相談員 報告  

Ｑ 施設 ア コ 提供す 可能 地域 民 表  

  Ａ ア コ 提供 い 可能 い す 疾患や内服薬等 関係 提供 難 い場合 あ

す 基 的 入居者 応え いく姿勢 組 い す 回 夏祭 居酒屋



ンア コ す ビ イ 日 酒等 提供 生活相談員  

  Ｑ 居室面会 再開予定 い 家族 表  

  Ａ コ 感 状況 再開 考え い す 収束す 18日 解除予定日 為

降 再開 い 思 い す 生活相談員  

  Ｑ 待機者数 非常 多く 稼働率 良い 市内 施設 空床 目立 い あ 稼働

率 維持 向 せ 何 組 い あ 地域包括支援 ンタ 職員  

  Ａ 入所相談 軟 営業時間外等 対応 い す 看 対象者 合わせ 新規入居者 入

体制 整備す 等 迅 対応 意識 空床期間 短縮化 図 い す 生活相談員  

    当苑 定員 少 い為 空床 長引く 稼働率 著明 す 寧 100% 維持

収入 定 い 言え す 護支援専門員  

  Ｑ 物価高騰 伴う 入居者負担 う 形 家族 表  

  Ａ 食材費や水 熱費等 高騰 あ す 現状 据え置 い す 負担い く内容

い 食費 シ ンプ ト 剤等 負担 検討 い い 考え い す 施設長  

    来年度 護報酬 改訂時期 い す 昨 情勢 物価高騰等 加味 改訂内容 期

待 い す 食費や居 費等 い 特定施設入所者 護サ ビ 費 護保険限度額認

定証 適用 経済的負担 大 く い 失う方 い す 辺 慮す

必要 あ 思 い す 護支援専門員  

看 護 組 い  

※別添 特別養護老人ホ す や 苑 看 護指針 基 護支援専門員 説明

行  

※添付書類 

終 期 い 事前確認書 

心肺停 時 療等 関す 意思確認書 

看 護 い 意書 

経過観察記録 

→現在 業務負担 軽減 手書 理由 使用 い い 替わ ケ 記録 掲示

い 説明  

やす 看 フ ット  

看 護 フ チ ト 

   近年 所状況  

分 和 4年度 和 5年度 

施設内 死亡 

看  
5  2  

療機関 死亡又 入院

期間超過 所 
3  0  

     看 開始前 入所相談 看 や い い 断 す ケ あ  

     看 組 3年 経過 間 置 師や多職種 連携強化 看 護実施委

員会 ケア 振 返 療的ケア 看 含 関す 研修会 実施や実際 看 護

経験す 看 関わ 全職員 成長 実感 い す  

  Ｑ 看 護指針 フ ット 至 資料 非常 い う 思い す  

患者 対す 緩和ケア う 組 行 い す 地域包括支援 ンタ 職員  

  Ａ 看 開始 前 置 師 外 療機関 師 連携 急変時 搬 ト 確保 ケ

あ す 看 開始後 主 疼痛コント や褥瘡予防等 ケア 提供 護支

援専門員  



 

 他 

  新型コ ウイ 感 症 発生 伴い 当初 入居者 表 参加 ト形式 い 歯

科診察 時間 重 為 日 参加 中  

  次回開催日 和 5年 11月 15日 水 10:30～ 

 

 閉 会 
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令和 5年度 第 3回 特別養護老人 ー や 苑 運営推進会議資料 

 

〇入所状況 

■入  所 定員 ９人 

■稼 働 率 

              

7月  98.9％  

※入所 1名 入院 1名 

退所 1名 看取  

8月  98.7%  

※入所 0名 入院 1名 

退所 1名 看取  

■平均介護度 7月  4.2  8月  4.2  

■平均年齢 7月  90.5歳  8月  90.2歳  

■入所申込状況 7月  1件  8月  2件  

※総待機者数 41名  8月末  

■短期入所 定員 人 

■稼働率 7月  86.1%  8月  91.9%  

■平均介護度 7月  2.3  8月  2.4  

■平均年齢 7月  90.3歳  8月  91.2歳  

 

 

〇事故報告 い  

※ 毎月安全委員会 対策検討 

 

■令和 5年 

区 分/月 7月 8月 

ヒ ハ  4 4 

ク ン  7 5 

事故 Lｖ3以上  0 0 

※ 事故 Lv3以上：通院を伴 事故ほ 市役所 事故報告し も  

 

ヒ ハ ・ ク ン 内容 

区 分/月 7月 8月 

転倒・転落 4 7 

傷・痣 2 2 

誤飲 居室持込  2 0 

服薬 1 0 

物品紛失 2 0 
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〇身体拘束廃止 取 組 い  

※ 該当ケー 1件あ 少し 拘束方法や時間を見直しし 軽減 よう 調整
中 居室替えを行い 見守 しや く 解除 場面 増え  

 

個別 状況 よ  

拘束 必要 理由 
経管栄養 胃瘻 を流 管 触 抜去等 危険性あ  

身体拘束 方法 

場所 行為 部位・内容  

① 経管栄養を流 場及びベ 上 両手 ンを
装着 

拘束 時間帯 よび時間 

① 経管栄養を流 時間帯 よびベ 臥床時 

※ ベ 上 オ 交換中 一時的 外 ほ
朝食終了後～昼食前 昼食後～夕食前 夕食後
～就寝前 看護職員勤務中 臥床中も外
し 夕食時不穏状態 あ 場合 夕食

後～就寝前 見合わ  

※ 危険行為 続く場合 時間を限度 一時的
装着  

特記 心身 状況 
嚥下障害 経口摂取 胃瘻を造設 認知症
胃瘻 い 理解困難 両手 自由 動 可 

解除 予定等 い  
毎月身体拘束廃止委員会を開催し 身体拘束を軽減
方法 解除 を検討 

 

〇職員研修等 

 ・7/5 水  任職員研修 3名参加 

 ・7/19 水 ～8/7 月  ク ネ ン 研修① 19名参加 

 ・8/30 水  口腔ケ 研修①－要介護高齢者 対 口腔ケ い －  

8名参加 実習生 1名含  

※ 上記ほ 法人・外部研修 数名参加 

 

○地域貢献活動・ ン ・実習生受入 

 ・7/5 火 社会福祉基礎実習 日間             青森県立保健大学 1年生 4名 

 ・7/12 水 ン 活動 2時間 入居者居室変更作業 入居者 家族 2名 

 ・7/29 土 地域貢献活動 2時間 虹ヶ丘町会夏祭 準備 職員 5名 

 ・8/1 火 見学実習 1日間                      青森県立保健大学 2年生 1名 

 ・8/1 火 ～9/1 金 ソー ワーク実習Ⅱ 23日間  

青森県立保健大学 3年生 1名 

・8/9 火 ～8/10 水 ン 活動 1.5日間  青森県立南高校 3年生 1名 

 ・8/29 火 ン 活動 2時間 ロ セ ピー 青森県立保健大学講師 1名 
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○全体行事やユニ 行事等実施状況 7月・8月  

 

7/19 水 防災訓練 水害想定 7/22 土 夏祭 ・居酒屋 8/9 水 音楽体操ク ブ 

※ 上記ほ 7月 星取 ク ブ 書道ク ブ 各ユニ け 七夕会 誕生日
会 を開催し し  
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特別養護老人ホームすこやか苑 看取り介護指針 

 

 看 介護 関 考え方 

基 方針 

入居者 身心機能低 や病気 外傷 回復不能 様態 悪化 場合 入

居者及び家族 保証人 看 介護を希望 時 痛 や苦痛 症状 軽減

穏や 安 日々を過 せ う精神面 ケ を中心 看 介護を実施

 

対象 

 慢性疾患や加齢 伴う機能低 心身 衰弱 医学的 回復 見込

い 医師 診断 入居者 

イ 看 介護 い 十分理解 や 苑 施設 看 介護

い 同意 あ 入居者 当苑 看 介護 可能 判断 方  

※ 意思表示 困難 場合 家族 保証人  

基 姿勢 

 入居者 人生 歴史を尊重 うえ ケ を実践  

イ 入居者 家族 思いや願いを汲 姿勢 臨  

ウ 入居者 家族 思い 食い違う場合 入居者 思いを優先  

エ 看 介護 日常ケ 延長線 あ を理解 貫 ケ  

 QOL Quality of Life 生活 質 を損 わ い う 苦痛 緩和 安楽 安

心を感 ケ を目指  

 入居者 家族 精神的負担 対応を意識 実践  

 

 終 期 経過 時期 プ セス そ 応 ケ 考え方 

入所 看 介護 至 経過 い 看 介護 フ チャ ト 説

明 理解を得  

 

 施設 い 看 介護 際 行いう 医療行 選択肢 

施設 提供 医療行 い 配置医師や看護職員等

人や家族 充分 理解 う説明  

胃 う 腸 う 経管栄養 経鼻経管栄養 除  

口腔及び鼻腔内吸引 

水分 食事量 減少 場合 滴 水分補給 500 /日×3日程度  

そ 他 医師 相談 処置 
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 医師や医療機関 連携体制 夜間及び緊急時 対応を含  

 看護職員 配置 い  

   当苑 夜間 看護職員 不在 入居者 異変 見 際 時間

連絡 体制を確保 い  

配置医師 連携体制 

   配置医師 診療日 週 回木曜 13 00～14 00 ※変更 場合 あ

そ 外 医師 判断 必要 場合 都度 勤務 クリニック診療時間内

対応  

 クリニック診療時間外 配置医師 連絡可能時間 6 00～21 00

配置医師 都合 連絡 い場合 あ  

医療機関 連携体制 

 協力医療機関等 搬送 基 医療機関 診療可能時間内 そ 外

近隣 救急病院 搬送を試  

 

 入居者等 情報提供及び意思確認 方法 

当施設 入居者及び家族 対 当施設 看 目的を明確 必要

生 場合 意思確認を 同意を得  

医師 医学的 回復 見込 い 判断 時 看 介護を開始

 

看 介護 実施 あ ケ 携わ 全職員 統 認識を 計画を

策定 入居者及び家族 対 十分 説明を行い同意を得 必要 応

適宜計画を見直 入居者及び家族 説明 同意を得  

 

 家族 心理的支援 関 考え方 

 終 期 経過 時期 プ セス を 寧 説明  

※ リ フ ット や  看 参照 

 家族 連絡方法及び夜間や急変時 対応 い あ 打 合わせを行い

キ パ ソン 家族 24時間連絡 う  

 家族 主体 安 最期 時間を作 を施設 支援 いう姿

勢 臨 人や家族 死生観 を尊重  

 人 家族 精神的援 職員 訪室 関わ を持  

 

 看 介護を 入居者 対 職員 具体的 対応 方法 

環境整備 

   尊厳あ 安 最期を え い そ 人 い人生を全う い

環境整備 家族 面会や付添等 適宜実施 う
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範 内 設備器具を提供  

施設内 連携体制 

   看 介護 実施 あ 関わ 全 職員 情報 共 化を 協力体制

を築 時 ンフ ンスを行い 必要 ケ を提供  

記録 整備 

   終 期 い 事前確認書 

  イ 心肺停止時 医療等 関 意思確認書 

  ウ 看 介護 い 同意書 

エ 看 介護計画書 

※ 施設サ ビス計画書  

   ンフ ンス記録 

 経過観察記録 

  キ 看 介護 振 返  

   ※ 看 介護実施委員会  

職員教育 

   いケ を行う 死生観 関 研修等を行い 看 介護 い 理解

を深  

   看 介護 理念 

  イ 死生観 

  ウ 看 期 起 う 変化 対応 

  エ 夜間及び緊急時 対応 

   チ ムケ 充実 

   家族支援 

  キ ケ ス検討会 

役割分担 

   施設長 総括 

  イ 医 師 看 介護 移行段 判断 

        家族 説明 

        緊急時や夜間帯 対応 指示 

        協力病院 連絡調整 

        ンフ ンス 参加 

        死亡確認 死亡診断書 作成 

  ウ 生活相談員 介護支援専門員 

       看 介護計画書 作成 説明 

        連絡 調整 相談等 

        ンフ ンス 参加 記録 
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        死後 ケ 家族支援 身辺整理 

  エ 看護職員 介護職員 

       食事 排せ 清潔保持 提供 

        身体的 精神的 緩和ケ  

        ンフ ンス 参加 

        状態観察 必要 処置 

        経過観察記録 記載 

        死後 ケ  

   機能訓練指導員 栄養士 事務員ほ  

       看 介護計画書 沿 役割 実施 

        他職種 サポ ト  

 

 そ 他 

指針 策定 

看 介護指針 指針 策定 施設長 医師 生活相談員 介護支援専

門員 看護職員 介護職員 栄養士 機能訓練指導員等 協議 定  

指針 見直  

   指針 必要 応 時見直 を行う  

 

 

附則 成 日制定  

指針 成 日 施行  

 

 附則 和 日制定  

 指針 和 日 施行  

 

 附則 和 日制定  

 指針 和 日 施行  

 

附則 和 日制定  

 指針 和 日 施行  

 

附則 和 日制定  

 指針 和 日 施行  

 

 



終末期 い 事前確認書 

 

 

入居者 皆様へ 

 当施設 希望 方 精神面 ケアを中心 し 終末期ケアを行 いま

入居者 方 容体 悪 倫理的 問題 い範囲 自身 要望を 限

反映 い 考え ま  

 まし 質問項目 い 入居者 終末期ケア 対し う 考えを 持

い し 可能 範囲 結構 回答い ま う 願い申し ま  

 

．終末期 近い時  

□入院し 出来 救命 延命治療を い 

          □施設 外 場所 自宅 最期を迎え い 

          □入院 施設 出来 範囲 自然 看 護を い 

          □ 判断 い そ 時 状況 決 い 

 

 

．終末期 近い時 医療行為 い  

 

 食事 水分 摂 脱水 衰弱 見 う 時 胃 う造設を希望しま  

          □希望  

          □希望し い 

   ※疾病 胃 う造設 い場合 造設後 回復し い場合 あ ま  

 

 体調不良 あ 場合 精密検査を希望しま  

          □希望  

          □希望し い 

   ※年齢的 検査不要 判断 場合 検査後 治療をし え い場合 あ ま  

 

．そ 他 希望 要望 あ 記入 い  

 

 

 

 

終末期ケア及び看 護 指針 い 説明を 承諾しまし  

 

和   年   月    日 

 

 

入   居   者   氏名                ㊞ 

 

 

保   証   人      氏名                ㊞ 続柄         

 

 

説   明   者   氏名                ㊞ 

 

注 記 内容 変更 可能 い 申し付 い  

 



心肺停止時 け 医療等 関す 意思確認書 

 

 

当施設 看 介護 実施し い す 状態悪化時 医療機関 診し け  

い場面も想定 す 診後 治療内容 関し 診先 担当医師 家族様 話 

し合い決定し い す  

急 心肺停止 延 希望 い場合 当苑配置医 死亡診断書作成 可能 す  

延 希望 場合 当苑職員 心臓マッサ ジ 行い AED使用後 救急搬送 

致し す  

※ 希望変更 可能 す 年１回 状態悪化時 意思 確認 行い す  

 

 

延 処置  □希望し す   □希望し せ  

 

 

 〇 救急搬送 伴う確認事項 つい 延 希望 方 記入  

   以下 3点 つい 希望 も 選択し く い  

 

    □ 心臓マッサ ジ 

      助骨骨折す 場合 あ す 

 

    □ 昇圧剤 

      数時間 数日 延 可能 す 延 い場合 数日 長 

      期 延 場合 あ す  

 

    □ 吸器 装着 

      装着後 医師 家族 断 外す せ  

 

 

 

 特 養護老人ホ ムす や 苑 

 施  設  長  千葉 伸 子 殿   

 

     年  月  日   入居者 住所                    

 

 氏名                  印 

 

保証人 住所                    

 

氏名                  印 



看 介護 い 意書 

 

 私 自身 看 介護 い 医師 診断 特 養護老人ホーム や 苑看 介護指

針 基 対応 い 説明 下記 内容 確認 意い 私 意

思表示 い場合 家族 保証人 断 任  

 

記 

 

    年  月  日 も 医療機関 治療等 本人 苦痛 伴う処置及び延命

治療 行い 篤 状態 陥 場合 も病院へ 搬送 希望

当施設 最後 看  

身体的 ケア 心 声 身近 人 感 本人 尊厳 う

援助 い  

医師 相談指示 仰 苦痛や痛 和 方法 施設内 限

ケア 提供 い  

家族 希望 沿 対応 心  

本人並び 家族 希望や意向 変化 生 場合 そ 意向 従い援助 い

 

 

 

 

特 養護老人ホーム や 苑 

施 設 長  千 葉 伸 子 殿  

 

     年  月  日   入居者 住所                    

 

 氏                    

 

保証人 住所                    

 

氏                    

  

説明医師 所属                   

 

氏                   

 

               施設立会人 職種                  

 

氏                  

 

 

 



時間 対応 観察事項 対応職員

　　　　/　　　 　　　　

経過観察記録



 

 看取 介護 フ ーチャート 

 

 

  

入居時看取 介護意向確認 

 

                            終末期 つい 事前確認書 

                                 心肺停止時 け 医療等 関す 意思確認書 

 

食事摂取量 低下                 

 

 

 

家族面談     看取 介護依頼          延命希望            胃 う造設  

             看取 介護同意書 

希望者 病院等へ入院     状態変化 伴う家族面談 

        看取 介護 ンフ ンス 

 

 

 

 

看取 介護開始        

 

看取 介護 ンフ ンス    

 

            終末期 ケ        

 

               臨終        死亡確認 清拭・着替え 見送  

 

         看取 介護振 返       

 

  

看護職員・生活相
談員 対応 

佐藤医師 家族へ
説明を 願い

し 終末期 意向
を確認す  

家族を交えた看取 介護 ンフ ンスを開催 施設長・生活相
談員・介護支援専門員・看護職員・介護職員等 参加  

入居時 看取 介護指針や施設 対応等を書面
説明し 意向を確認す  

ン・疾病等 進行や摂食状態 つい 経過観察を行い 今後予
想さ 変化 つい 家族 説明及び情報提供を行う  

※リーフ ット やす  看取 ため 参照 

状態変化 合わせ 週 1回程度 ンフ ンスを開催 

経過観察 記録票スタート 各職員 情報発信し 看取 介護実
施 つい 説明  

状態変化 都度 ン
フ ンスを実施し
家族 説明・情報提供
を行う  

プ ーチ 振 返 看取 介護終了後 全職員 振 返
を行い 看取 介護 対す 理解を深め  

経過観察表 記録 看護処置 身体的ケ 精神的ケ 等  



 



安 看取 のため  

 

 人生最後 時 施設 迎え 病院 迎え …答え い問い

施設 看 介護 希望 方 多い 思い 家族や 大 人 死 や

人生最後 時 過 方 い 看 介護 検討 際 是非 参照く

い  

 何 縁 当施設 利用い 人生最後 入居者様 家族様

心 施設 看 介護 う 人 旅立 症状 変化や 施

設 看 介護 現状 綴 リヸフレット  

 施設 看 介護 希望 際 家族様 協力 そ 方 最

期 旅立 至 見 身体 変化 あ 知 理解

く 大 施設 現状報告 必 い そ 変化

べ 方 わ 必 順序通 起 わ あ

大 こ 説明す 変化 旅立ち 至 ま の自然 経過 あ 言う

 

  

 当施設 介護ヷ看護 タッフ 看 介護 関 研修  

 

 看 関 わ い事や 不 い 医師ヷ看護職員ヷ介護職員ヷ

ケアマネヸ ャヸヷ生活相談員 相談く い  

 

旅立ち 近 い い の状態 

  眼 閉 眠 い 時間 多く  

    → 体力 起 い く  

 

  食欲 食べ 飲 量 減 時 全く食べ く  

    → 人 食べ い 希望 召 い  

      無理 食べ い  

 

  時 穏や く 意味不明 言動や大声 あ 状態 あ  

    → そ 付 添い 穏や 優 く語 見  

      人や 家族 希望 あ 好 音楽 流 可能  

 

  便や尿 失禁  

    → 手足 筋力 落 う 便や尿 排泄 筋力 失禁 起

状況 応 排泄介 入 い  

 



 

  唇や皮膚 乾燥 唾液や痰 溜 呼吸 際 ロ ロ いう音 聞  

   尿量 減少 時 全く い あ  

    → 水 量 少 い 脱水 状態 痰 絡 苦 そう 時 吸引

口腔内 乾燥 濡 ガヸゼや綿棒等 口内 湿 ゼリ

ヸ等 水 補給  

 

  手足 冷 く 白～紫色  

   そ 身体 い 皮膚 暗紫色 あ  

    → 血液 流 く い 定期的 体 変換 他 手足 冷

気 毛布等 調整 い  

 

  呼吸 変化 や く 不規則  

    → 呼吸 く止 あ 持 う 呼吸 別

近 い い イン 最後 会い い方 居 家

族 方 連絡 く い  

 

  呼 反応 く  

    → 耳 機能 最後 保 言わ い 家族 声掛 人 聞

え い 思い出や感謝 言葉 く い  

 

  看 後 着 服 準備 願い  

    → 配置医 死亡診断書 発行 当施設職員 体 拭 い

人 く 家族 着 い 思 洋服 着替え い  

最後  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私 職員 家庭 近い環境 中 利用者一人 尊厳 心穏や

自 く生活 う支援 いう施設理念 沿 日々 や 苑

生活 い 方々 当 自 家族 う 思い ポヸト い い い

人生最後 時間 過 人や 家族 意向 全 叶

え 難 い 限 要望 添え う 精一杯

ポヸト い  

 以 当施設 終 棲家 役割 果 う 充実 ケア

ポヸト体制 整え 質 向 い  


